
９ 学習過程 

学習活動 

〇 支 援        ☆ 評 価 
準備物 

 

全  体 
個                別 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 Ｄ児 

１  始めの挨拶をする。 
・  日直の児童が挨拶を行う。 
（１分） 

 
 
 
２  活動の流れを確認する。（１分） 
 
 
 
 
 
 
 

〇  学習の始まりを意識し、姿勢を正して挨拶をする
ことができるように、よい姿勢が取れている際に即
時にサインで評価する。 

 
 
 
〇  学習に見通しをもって取り組むことができるよう
に、イラストや文字で学習の流れを提示し、全員で
読む。 
〇  授業中も活動の流れが分かるように、提示した流
れを印刷した紙を黒板に貼って示す。 
〇  次時で会食することも伝えることで本時の活動へ
の意欲を引き出す。 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇  活動の切り替えが難しく、すぐ
に学習に参加できないときには、タ
イマーを設置したり、後方から様子
を見ることを促したりして、気持ち
に寄り添いながら、学習に向かうこ
とができるようにする 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
・活動の流
れ 
 
 

３  めあてを確認する。（５分） 
  ・  めあてを読む。 
  ・  「みんなで」「おいしい」の意味
を確認する。 

  ・  役割を確認する。 

 
 
〇  自分たちで準備をしてきたことやそれぞれ分担し
た役割を担うこと、協力して作ることなどを意識して
本時の活動に向かうことができるように、本時まで
に学習してきた「みんなで」「おいしい」の言葉の意
味を確認する。 
〇  児童の発言を引き出して確認することができるよ
うに問い掛け、児童の言葉を復唱して押さえたり、
発言した内容を書き示したりする。 
〇  児童全員が見通しをもって取り組むことができる
ように、各係をカードにして児童の顔写真付きで一
覧で提示する。 

 
 
〇  パーティーへの期待感 
を高めるように、「みんな」 
という言葉を聞いて、学級 
の友達や教師の名前を一 
人一人挙げていった時に 
は、教師も一緒に指折り数 
えながら名前を確認し、学 
級全員で行うことの喜びを 
共有する。 

 
 
〇  「○○する。」と自分の役割に
ついて発言した際には、「○○の
仕事しようね。」と受け止めて言葉
を返す。その際、他の児童にもB児
の発言を伝え、楽しみな気持ちや
役割への意欲を全体で共有でき
るようにする。 

 
 
〇  学級全員で調理をすることを意
識し、みんなで行うパーティーに期
待感をもつことができるように、発
表した内容について学級全体のこ
とや友達のことを考えた発言をし
た際には、即時に評価したり、ホワ
イトボードに書いたりして評価する。 

 

 
 
〇  学級全員で調理をすることを意
識し、友達と協力して作ることや自
分の役割に期待感をもつことがで
きるように、発表した内容について
学級全体のことや友達のことを考
えた発言をした際には、即時に評
価したり、ホワイトボードに書いたり
して評価する。 

 

・めあて 
・係カード 

４  調理をする。（３０分） 
役割内容、分担 

  ・  調理 ABCD 
あらかじめ分担しておく活動と、
くじで順を決め、全員で行う活動  

  ・  レシピ係 C、D 
      レシピ作成 
  ・  司会 C 
      手順を進行 
  ・  お助け係 D 
      調理中の必要な道具の準備、 
片付け 

      友達にカード提示、見守り 
      オーブンの温度設定 

 調理手順（クッキー） 
① 卵を割り入れる。B 
② 砂糖を量り入れる。A 
③ 油を量り入れる。D 
④ 粉を量り入れる。C 
⑤ 天板に薄く伸ばす。 

全員 くじ順 
⑥ チョコチップなどを散らす。 

  全員 くじ順 
⑦ オーブンで焼く。 

 
 
           

〇  児童が調理を進めたり、見通しをもって自分から
活動に取り組んだりすることができるように、調理の
工程を写真やイラスト入りのレシピで示す。レシピは
めくり式にすることで、レシピ係の児童が自分で進
行できるようにする。 
〇  児童同士の関わりの中で進めることができるよう
に、教師は言葉掛け等をできる限り控えて、児童の
活動を見守る。児童間で解決できないときなどに
教師に支援を求めることができるように、「てつだっ
て」カードを準備する。 
〇  活動順をくじで決めるものについては、イラストや
写真付きで提示しておく。 

 

〇  計量が一人でできるよ 
うに、大さじでの計量の仕 
方の写真や１杯をイラスト 
や数字で提示する。（砂糖） 
〇  活動への興味が持続す 
るように、気持ちが途切れ 
そうになっているときには、 
他の児童が活動している 
様子を見て、指差しをした 
り、言葉を掛けたりする。 
〇  他の児童の係を意識し 
て言葉を掛けたり、自分か 
ら道具や材料の準備をし 
たりしているときは、行動を 
言葉にしたり、言葉を復唱 
したり、気持ちを言葉にし 
て返したりして共感し評価 
する。 
☆  調理の手順や役割を理 
解して自分から分担され 
た活動に取り組んだり、 
友達に言葉を掛けたりす 
ることができる。 

〇  活動に見通しをもち、安心して
取り組むことができるように、卵
の割り入れ方を事前に動画で
確認する。（卵） 
〇  気付きや思いを共感すること
ができるように、活動に取り組む
ときや友達の様子を見て言葉を
つぶやいたときに言葉や表情を
受け止め、復唱したり、気持ちを
言葉にして返したりする。 
〇  活動中に教室内の別の場所
に行くこともあると思われるが、
活動に対して気持ちが途切れ
ている場合でなければ見守る。
気持ちが途切れそうなときには、
言葉を掛けて友達の様子に目
を向けられるようにする。 
☆  調理の手順や自分の役割を
理解して、自分から分担された
活動に取り組んだり、期待する
気持ちを言葉で表現したり友達
の様子に目を向けたりすること
ができる。 

〇  計量が一人でできるように、量っ
た際のはかりの目盛りの状態を写
真で提示する。（粉） 
〇  レシピ係として進行が一人でで
きるように、自分が作成しためくり
式で簡単な文章で書かれたレシ
ピにする。レシピに担当の児童の
顔写真を貼っておくことで、自信を
もって進行し、友達に言葉を掛けら
れるようにする。 
〇  自分から友達を誘い掛けたり、
友達の姿に注目して称賛の言葉
を掛けたりしたときには、友達を気
に掛けることができたことを即時に
評価し、言葉掛けを行う。 
☆  役割を理解して、レシピをめくり
自分から進行したり、友達を気に
掛け、誘ったり称賛の言葉を掛け
たりすることができる。 
☆  調理の手順や自分の役割を理
解して、自分から分担された活動
に取り組むことができる。 

〇  計量が一人でできるように、大さ
じでの計量を写真で提示する。
（油） 
〇  お助け係として、友達の様子を
気に掛け、必要に応じて言葉を掛
けたり、手を貸したりすることがで
きるように、係の仕事内容や配慮
事項などを事前に教師と一緒に
確認したノートを準備する。 
〇  お助け係として自信をもって活
動できるように、友達の活動の様
子に気付き、頑張っている姿を伝
えたときには、共感の言葉掛けを
行ったり、友達の様子をよく見てい
たことを評価する言葉を掛けたり
する。 
☆  役割を理解して自分から必要な
道具を準備したり、友達の活動す
る様子を見守り言葉を掛けたり、
必要な手助けを行ったりすること
ができる。 
☆  調理の手順や自分の役割を理
解して、自分から分担された役割
に取り組むことができる。 

・レシピ 
・お助け係  
ノート 
・手伝って  
カード 
・調理道具 
・調理材料 
・くじ 
 

 

みん            なで おいしい ○○を つくろう 



学習活動 

〇 支 援        ☆ 評 価 

準備物 
全  体 

個                別 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 Ｄ児 

 
５  振り返りをする。 （７分） 
  ・  完成したおやつを見る。 
  ・  「みんなで」「おいしい」クッキー
を作ることができたかを振り返
り、自分が頑張った役割や友達
の活動の様子などを発表する。 

 
〇  活動への達成感を感じることができるように、  
完成したおやつを提示する。 
〇  「みんなで」「おいしい」クッキーを作るために自
分の係を頑張ったことや友達が頑張っていたことを
意識することができるように各係カードの一覧を提
示し、児童の実態に合わせて自分の係カードを指
差したり、言葉で表現したりする。 
〇  全員の頑張りを意識し、互いに認め合えるように
児童の表現を言葉にして伝えたり、発言を書き記し
たりする。 

 
〇  自分の頑張りや友達の 
頑張りに気付き、指差しや 
言葉で伝えたときには、思 
いを受け止め、共感の言葉 
掛けを行ったり、発した言葉 
を復唱したりする。 
☆  自分の頑張りや友達の 
頑張りに気付き、係カードを 
指差して言葉や動きで伝 
えたり、友達の名前を言っ 
たりすることができる。 

 
〇  全体で発表することが難しい
場合は、個別に問い掛け、「○
○した。」と言葉で伝えたときに
は、思いを受け止め、共感の言
葉掛けを行ったり、発した言葉
を復唱したりする。 
☆  活動を振り返り、自分が取り
組んだことを言葉で伝えること
ができる。 

 
〇  言葉を整理して伝えることが難
しいときには、実際に動いてみるこ
とで活動の様子を思い出し、言葉
で伝えることができるように、レシ
ピを提示する。 
〇  友達の頑張りに気付き、発表し
たときには、相手の児童に称賛の
拍手を贈るとともに、友達の様子
に気が付いた本児に対しても称賛
の拍手を贈り、自分の姿に誇らし
さを感じ、次時の活動にも意欲的
に取り組むことができるようにす
る。 
☆  自分や友達が係活動に自分か
ら取り組んでいたことや協力しな
がら取り組めていたことに気付き、
発表することができる。 

 
〇  「私がお助け係をした。」「○○さ
んが△△した。」などのように係名
や分担した役割を伝えた場合に
は、言葉を受け止めるとともに、問
い掛けを行い、どんな風にできて
いたか、頑張ったのかなどを引き
出したり、本時の気付きを意味付
けしたりする。 
〇  友達の頑張りに気付き、発表し
たときには、相手の児童に称賛の
拍手を贈るとともに、友達の様子
に気が付いた本児に対しても称賛
の拍手を贈り、自分の姿に誇らし
さを感じ、次時の活動にも意欲的
に取り組むことができるようにす
る。 
☆  自分や友達が係活動に自分か
ら取り組んでいたことや協力しな
がら取り組めていたことに気付き、
様子や状況を言葉で伝えることが
できる。 

 

６  次時の予告を聞く。（１分） 〇 活動への意欲が持続するように、活動の流れを 
指差しながら、完成したおやつをこの後食べること
を確認する。 

     

７  終わりの挨拶をする。 
  ・  日直の児童が挨拶を行う。 

      

 


